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★説明会(４月６日) 

参加者 子ども２名 

スタッフ４名、会員(健常者)７名 

 

 

 

 

 

第７回目となる『自然と親しむ子ども山登

り教室』の説明会を実施した。 

今回は、小学低学年の子供たちの参加が多

く、３回目の武甲山までとなる子が多い。説

明会には、小５の S 君と、小２の A 君が参加

した。 

登山の実施計画や山での危険の対処などを説

明し、気象に関しては、説明会のあと、引き

続き、気象研究家の幣氏から講義をしていた

だいた。          記：網干 

 

 

★景信山(４月１４日) 

 参加者 子ども６名 

スタッフ６名 

 別働隊 会員(子ども１名、障害者 1 名、 

健常者５名) 

     親御さん 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年最初の登山は、春爛漫の景信山で実施し

た。本体は、子どもたちが６名、スタッフ６名、

別動隊からの応援やボランティア参加の親御

さんを含む合計１４名、別動隊は、年長のＡち

ゃんを含む７名となり、総勢２１名となった。 

大混雑の高尾駅で、小仏行きのバスに乗る。

小仏で下車し、自己紹介の後、Ｙさんのリード

でストレッチを行って出発する。 

 

ニリンソウなどが咲く楽しい車道だ。しばら

く歩くと、高尾山のプロ、Ａさんから地図に書

NPO 法人山仲間アルプ 機関誌 NO.40

平成 25 年 3月 1日発行

説明会の様子 

植林帯を登る 



2/33 

かれていないが、沢沿いに景信山に登るルート

があり、危険なところはなく、整備もされてい

ると教えられる。歩きはじめてのコース変更だ

が、一般の道は混雑が激しいことと、信頼でき

るＡさんの情報なので、教えていただいた新し

いルートを登ることにする。 

沢沿いの道は、いろんなスミレやキケマン、

ムラサキケマン、ヨゴレネコノメ、ミミガタテ

ンナンショウなどがたくさん咲くコースだっ

た。子どもたちは沢での遊びを楽しみながら歩

く。道は次第にジグザグとなり、景信山の山頂

直下に向けてぐんぐん登っていく。足下には、

エイザンスミレやタチツボスミレがたくさん

咲き、ナガバノスミレサイシンもまだ咲いてい

た。 

 

タチツボスミレの群落を過ぎると景信山と

城山の縦走路に飛び出した。城山方面の山腹は、

桜の花や芽吹きの木々がとても美しく、すばら

しいところだ。後の方にいた６年生のＳちゃん

が山頂直下で先頭に追いついてきた。 

 

山頂の見晴しの良いテーブルで昼食タイム

とする。富士山は見えなかったが、丹沢の大山

が見え、周囲の山腹は春らしい雰囲気に包まれ

て、ほんわかした気分にさせられる。昼食後は、

山頂標識の付近で集合写真とする。餅つきをし

ていた人たちから、Ｓ君が餅をつかせてもらっ

ていた。 

山頂で集合写真を撮った後は、小仏峠に向か

う。 広い気持ちよい尾根を歩く。香りのすば

らしいニオイタチツボスミレが咲いていた。子

どもたちは、「良い匂いがする」と香りを楽し

んでいた。 

 

満開近いヤマザクラを見て、さらに進むと、

小仏峠に到着する。少し休憩したあとは、最後

のピーク、城山に向かう。 

急なところを登ると、眼下に相模湖が見える。

Ｓ君は、あそこでカヌーをしたよと昨年のキャ

ンプのことを覚えていた。 

城山に着くと、そこは桜や草花の楽園のよう

なところだった。子どもたちはラムネを飲んで

いる。ふたを開け、ビー玉を取り出したら、店

の人から「とれると知らなかったからビー玉を

持っていって良いよ」ともらったそうだ。 

山頂から舗装道路を歩く。ヒトリシズカが咲

き、アカネスミレやいろんなスミレが咲いてい

る道だった。Ｙ君は、「また沢で休もうね」と

何度も言う。Ａさんに良い場所がないか聞いた

ら、少し行くとあるというので、そのまま先頭

で下っていく。道の脇には、タカオスミレも咲

いていた。 

かなり長い距離だったが、ニリンソウの群落

エイザンスミレ 
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のある広場で休憩する。子どもたちは、水を得

た魚のように沢で遊んでいた。 

少し歩くと日影のバス停に着いた。何とか、

予定通りのバスに乗り込み、高尾駅へと向かっ

た。暖かい春の一日を子どもたちは十分に楽し

んだようです。協力していただいたみなさま、

ありがとうございました。    記：網干 

 

《参加者の感想》 

2013 年度の子供登山教室がはじまった。

子供たちが待ちに待っていた日は晴天でＹは

朝からハイテンション。Ｋは寝ながら洋服に着

替えている。 

電車ではおとなしかったふたりも高尾駅が

近づいてくると笑みがでてくる。アルプの人た

ちをみるなり、大騒ぎ。昨年キャンプでお友達

になったＡくんにも会えてＹはうれしそう。山

歩きではＫは相変わらずリーダーＡＢさんに

ぴったりついている。なかなかやるな～Ｋ。こ

れから先が楽しみだ。そのＫから「せっちゃん、

がんばれ」と声援をもらう。 

Ｙは子供リーダーのＳくんにくっついてま

ともな道なんかあるかず、倒木の多い、藪の中

を直登して歩いている。そういう危険なところ

が男？の野心をそそるんでしょうか。Ｓくんが

まっとうな道はつまんないっていうのでなる

ほどわかってらっしゃる、と感心してしまった。

ボーイスカウトのような整列して歩くなんて

のはできてないが、元気で自由に笑顔いっぱい

で大人のわたしたちがパワーをもらっている

ようだ。 

真っ黒になっても靴がずぶぬれになっても

笑顔いっぱいの子供達。沢で水にたわむれてる

姿が一番うれしそうだった。やっぱりこどもは

水が大好き。 

高尾で京王組の人たちとお別れ。Ａくんも京

王組からＪＲ組に変わってくれて・・・まだま

だ離れたくない子供たち。とうとう新宿につい

てしまって、Ａくんたちとわかれたら笑顔も消

えて、混雑してる電車でこっくりこっくり、あ

わてて作ったザックのベッドにもたれて眠り

込んでしまった。よく頑張ったね、おつかれさ

ん。今年も頑張ろうね。 

リーダーはじめスタッフの皆さん、別働隊の

皆様、お疲れ様でした。いろんな目で見守って

いただき、たくさんの言葉をかけていただき、

ありがとうございました。人は人の中で育つ。

子供たちはちゃんとアルプの中で育っている

ようです。         記：Ｓ.Ｋさん 

 

コースタイム 

小仏(9:50)…景信山(11:25-12:25)…小仏

峠(13:00-13:10)…城山(13:40-14:00)日

影(15:20) 

 

★三頭山(５月１９日) 

 参加者 子ども５名 

スタッフ５名 

 別働隊 会員(子ども１名、障害者４名、 

健常者６名) 

     親御さん１名 

     会員外(子ども 1 名) 

 

 

 

 

 

 

沢で遊ぶ子どもたち 
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心配された雨もどんどん良い方向に予報が

変わり、雲は多いもののとても良い天気に恵ま

れた。 

都民の森で、自己紹介をして出発する。キビ

タキやオオルリ、ミソサザイの声が聞こえる。

耳を澄ますとツツドリの声もする。チップを敷

き詰めた登山道に、子どもたちは「どうしてこ

んなことをするの。土じゃだめなの。自然破壊

じゃないか」と言う。あるがままの自然を愛す

る子どもたちだなと、気持ちが温かくなる。 

 

三頭大滝を見物し、沢沿いのみちへと入って

いく。水を見ると子どもたちの目が輝く。「休

憩しよう」とうるさく言うようになる。かたや

「早く行こう」という子もいる。どちらにも耳

を貸さず、後ろとあまり離れないように、時々

待ちながら登る。その時間が水遊びがしたい子

どもたちには、最高の時間となる。足下には、

ハシリドコロがたくさんある。「この草を食べ

ると走り回って死ぬんだよ」と教えると、早く

走れるんなら良いねという子どもたち。しかし、

この草は、猛毒植物、食べると幻覚症状を起こ

して、苦しんで走り回ることからハシリドコロ

と言うらしい。要注意の植物です。 

沢沿いから離れ山腹を登るようになると、ム

シカリ峠は近い。オオルリの声も聞こえてくる。

新緑のすばらしいところで、子どもたちの写真

を撮る。 

小６のＲ君が先頭を登る。元気いっぱいの小

５のＳ君も、６年生にはかなわないと認めてい

た。 

 

山頂に到着すると、富士山が見えた。山頂は

雲の中だが、まだ残雪を抱いている。山頂で昼

食タイムとする。Ｒ君は、写真を撮って楽しん

でいる。顔のアップ写真がとても上手く、表情

を良くつかんでいるし、しっかりと顔にピント

が合っている。将来が楽しみだ。Ｉさんが持っ

てきてくれたダチョウの操り人形を子どもた

ちは楽しみ、Ｙ君は黄色いはっぴを持ってきて、

ロックソーランを踊ってくれる。ＳさんとＳ君

は、山頂の丸太の標識の上に立って、バランス

の良さをアピール。Ｓ君は、標識の上で考える

人になっている。 

 

集合写真を撮って、まずは三つのピークの縦

走を行う。そして、下山にかかる。予定してい

たスポーツ歩道が通れないため、見はらし小屋

から鞘口峠に下ることにする。ここは、急坂の

ため、子どもたちに前に出るなと言うが、どん

滝見橋にて 

新緑の中の子どもたち 

三頭山西峰にて 
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どん行ってしまう。ＡさんとＳさんに子どもた

ちの間に入ってもらい、もしも子どもが転んで

も下で受け止められる体制を作って下る。それ

にしても、早くぐんぐん下っていく。年長のＡ

ちゃんも、小６と小５の男の子に負けず、付い

ていく。怖いもの知らずが心配だが、将来が楽

しみだ。 

予定よりも１時間早く都民の森に到着。三頭

山には、子ども山登り教室で３回来たことにな

るが、今回が最も早いタイムで歩いてきたこと

になる。スタッフのみなさま、別働隊のみなさ

ま、お疲れ様でした。ご協力、ありがとうござ

いました。           記：網干 

 

《参加者の感想》 

回を重ねるごとに子供達の表情が変化して

いくのがよくわかります。 

みんなの名前を覚え、仲良くなっていくのは

もちろんですが今回は特にＨ.Ｙ君の表情がと

ても柔らかく笑顔が増えたように感じました。 

Ｋさんとてをつないで歩いている時に元気

よく校歌を歌ってくれてとても楽しそうにし

ていたのでこちらも楽しくなりました。 

先に先に行きたがる子、慎重に進む子、歩き

方にもそれぞれの個性がでているように思い

ます。 

先頭集団のスピードがですぎて、「１番先に

行った人にはアイスあげない」とＩさんが言う

とピタッとスピードが抑えられたり、「先に行

ったら次回参加させない」とリーダーが言うと

これまたピタッと止まったり、いろいろな反応

がおもしろいですね。 

今回はＴ.Ｉ君も子供達に注意して、安全を

確保する側に立っていました。大人になったＴ.

Ｉ君、どんどん変化する子供達。 

子供達の笑顔に元気をもらった一日でした。

次回も楽しみにしています。 記：Ｍ.Ｙさん 

 

今回は子供登山第２回三頭山に参加しまし

た。前の日土曜日は運動会でしたが子供たちは

日焼けした笑顔で元気に早起きして参加しま

した。初めて会う小６のＲくんともはじめは距

離が空いてても、そんな心の距離はすぐになく

なり、みんな友達になってました。 

まずはＩさんから割り箸で作ったゴム鉄砲

に大喜び。Ｉさん、いつもありがとうございま

す。さあ今日も新緑の山を楽しもう、なんて思

ってたが、甘かった。今日は子供登山だ。山中

ではとにかく子供たちのスピードが速い。２３

人のグループがバラバラ、離れていってしまう。

とくに下りのスピードはスリルが楽しいのか、

転がるようにどんどんいってしまう。ハセツネ

のＡさんがそれを制御すべく先頭で子供たち

の動力をおさえてくれている。リーダーに子供

たちの間にはいってと言われるが追いつかな

い。そのうちこちらが転ぶのではないかと気が

気でないながらも、子供たちになにかあっては

と必死になって追いかけたが、それでも間に合

わなくてＳちゃんに「Ｓちゃん、追いかけられ

る？」といって頼んだら飛ぶように追いついた。

頼りになる人ばかりで有難い。普段はこんな大

きなフィールドで遊ぶ機会のない、子供たち。

羽根を広げてうれしそうだがそれを制御する

ことは今後の課題なのかなと思いました。 

Ｉさんの二番の人にアイスクリーム、という

言葉を聞いて、がくんとスピードが落ちた。そ

こがやはり子供たちのかわいいところ。まだ食

べ物で釣れる年頃。思わずＫさんと大笑いして

しまった。 

山頂で昼食を済ませてからＹはソーラン節

ヤマシャクヤク 
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を披露させてもらった。本人がどうしてもみん

なに見せたいといって衣装までもっていった

から本人は大満足だったことでしょう。どんど

ん成長してく子供たち。大人になったときにあ

の山、この山、いったこと。思い出してくれる

かな～。 

リーダーはじめスタッフの皆様、別働隊の皆

様、子供たちへの温かい思いやりに感謝します。

また来月大きなフィールドで子供たちがどん

な発見をするか楽しみです。 記：Ｓ.Ｋさん 

 

コースタイム 

 都民の森(10:35)…大滝(11:00-11:10)…

ム シ カ リ 峠 (12:10-12:15) … 三 頭 山

(12:35-14:20)…鞘口峠(14:20)…都民の森

(14:40) 

 

自然と親しむ子ども山登り教室感想文（第１回景信山） 

 

 今回は景信山へ登りに行きました。 

わたしは、あまり行く気がありませんでした。でも行ってよかったと思います。印象に残っ

たのは、いろいろな花がたくさん咲いていたことです。 

もう一つは、カエルのたまごを見たことです。触るとプルプルしていました。こんな近くで

見たのは、初めてでした。そしてもう一つは、登っている途中、トカゲがいたことです。写

真をとる時、ちょうど止まっていたので、上手くとれました。 

つかれたけど、山での発見がたくさんあって良かったです。 

Ｓ.Ｉさん 

ひさしぶりの山登りでした。 

ひさしぶりの山だからけしきがよくてつかれました。さわがにをつかまえるのが一番楽しか

ったです。またよろしくお願いします。 

Ｓ.Ｋ君 

○みんなにあえてうれしかった。 

○べんとうをみんなでたべた。おいしかった。 

○しょうたろうくん、あつしくんとでんしゃごっこ、たのしかった。 

○かわであそんだ。みずにぬれた。たのしかった。 

Ｙ.Ｋ君 

○おべんとうをのこしました。 

○あつしくんとはしりました。 

○いしをなげてあそんだ。 

○つかれた。                              Ｋ.Ｋさん 

 

わたしはリュックがおもかったけれど、おねえちゃんにてをつないでもらいけわしいのぼ

りみちでもなかずに山をのぼれました。みんなからおかしやラムネをもらっておなかをいっ

ぱいにして山をくだり、かわあそびをしてと（て）もたのしかったです。かえりのでんしゃ

では、あさはやくおきたのにぜんぜんねむくなくておきてました。 

つかれてバスの中でねむってしまい、あるいてかえるのがつらかったです。またみなさん

といけるのをたのしみにしています。ありがとうございました。       Ａ.Ｙさん 
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４月１４日はれ 

ぼくは、おかあさんとあかりとはじめてけいしんざんをのぼった。やまへののぼりみちは、

きゅうでほそいみちだったけど、ぼくのゆっくりしたぺーすでのぼりくるしくありませんん

でした。かわのみずがきれいで、やまからのわきみずがおいしく、えだでかわのいしをつつ

いてあそびました。たのしかったです。 

つぎもたのしみにしてます。さぽーとしてくださったみなさまありがとうございました。 

Ｈ.Ｙ君 

 

自然と親しむ子ども山登り教室感想文（第２回三頭山） 

 

今回は、三頭山へ登りに行きました。 

朝、駅で私と同じクラスの I 君がきたので、びっくりしました。こういうことは、子ども

山登り教室では初めてだそうで、なんだかちょっぴり嬉しかったです。 

三頭山は、バスに乗って標高 1,000m からの登山ということで楽だと思いました。だけど、

険しい岩、木の根などがあって、想像以上に大変でした。でも、頂上では富士山が見えまし

た。少し雲っていたので、はっきりとは見えなかったのは残念でした。 

花はたくさんさいて、すずなり咲いている花や、大きな白い花がとてもきれいでした。き

のこは、ほとんどみつかりませんでした。 

次の山は、色々な種類の花、きのこや、頂上からはきれいな景色が見られることを期待し

たいです。                               Ｓ.Ｉさん 

 

もう５月なのに、山は冬が終わったような感じがしました。 

とうげで大きな物が落ちてきたかと思ったら、生きもので足あともついていたのでびっく

りしました。富士山が家から見るより近く感じました。            Ｓ.Ｋ君 

 

Ｓくんといっしょにあそんでたのしかった。これからもいっしょにあそびましょう。 

Ｒくんともいっしょにおべんとうたべました。Ｉさんのおもちゃも家であそんでいます。 

ゆうすけより。もうすこしながくいたかった。あいす、いっしょにたべてうれしかった。 

またいきたいです。こんどはみんなといっしょにあそびましょう。       Ｙ.Ｋ君 

 

Ｉさん、てっぼうありがとうございました。もういっかいＳちやんと 手をつないで ふ

たりてをつないで。Ｓくん、あいすおいしかった。もういっかい手をつなごうね。もういっ

かい山へいこうね。またあいすたべようね。Ｓくん、がんばってのぼろうね。ゆっくりある

いてね。またいこうね、でもゆっくりとね。                Ｋ.Ｋさん 

 

きょうはたくさんのひととやまにのぼれてたのしかったです。かわのみずがつめたくてき

もちよかったです。わりばしてっぽうでごむをとおくへとばせておもしろかった。 

Ａ.Ｙさん 
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★唐松岳(３月１６日～１７日) 

参加者 会員(障害者４名、健常者６名) 

 

 

 

☆３月１６日 

新宿から高速バスで白馬八方に向かう。ゴン

ドラが１６時までしか運転しないと言うこと

を聞いたので、八方池山荘に電話をして、確認

してみると、ゴンドラは１６時でも、一番上の

リフトは１６時２０分が最終だから、ゴンドラ

は１５時半頃乗らないと間に合わないとのこ

と。時間通りに着けば間に合うが、大幅に遅れ

ると間に合わないため、心配しながら向かうこ

とになる。 

バスの運転手さんは、１０分ほどの遅れだと

いうので、それなら大丈夫と思うが、高速を下

りてゆっくり走っているのでヒヤヒヤしなが

ら何度も時計を見る。「もっと急いで欲しいん

だけど～」と言いたくなるが、グッと抑えて時

計とにらめっこ。 

何とか２０分ほどの遅れで、バス停に到着し、

急いでゴンドラ乗り場に向かう。ゴンドラも大

勢並んでいて心配だったが、係りの方が、隙間

から乗せてくださり、大変助かった。 

ゴンドラの上のアルペンクワッドは、つい先

程まで強風で止まっていたが、ようやく動き始

めたばかりだとのこと。その上のグラートクワ

ッドは止まっているとのこと。 

アルペンクワッド終点の黒菱平からアイゼ

ンを付けて登る。完全にアイスバーンになって

いて、アイゼンがしっかり決まる。雪山に慣れ

ていない人たちに、アイゼンを付けての斜登行

の方法を教える。Ｃさんから、それを聞いてか

ら楽になったといっていただき、うれしかった。 

八方池山荘には大勢止まっていた。私たちは、

玄関を入ってすぐ左にある１皆の部屋を取っ

ていただき、明日の出発で他のグループに迷惑

をかけないで済みそうだ。 

自然と親しむ子ども山登り教室（親御さんからのお便り） 

 

 小学２年生の息子、陽騎と年長の長女、朱里を朝４時半に起こし、すっかり明るくなった

朝の中、始発の電車に乗り、アルプの皆さんと合流してからは、陽騎が喜んでずっと電車の

中で大きな声を出して、ペラペラとしゃべりまくって乗客の注目を集めていました。 

 山を登り始めたら、地面がふかふかで歩きやすく、公園の散歩道を思わせました。子供達

は元気よく歩き、陽騎は K さんと手をつないでもらいながらゆっくり歩いていて、後ろから

歩いている人達に励まされていました。 

 

 のんびりながらも山頂に着いた時にはホッとして、富士山が美しく見えました。 

 下山は石コロが多く滑りやすかったですが、登りと違い子供達はスピードを上げて歩いて

ました。 

 今回の登山は、お天気にも恵まれ、多くの方から支援してくださり、ありがとうございま

した。次回も楽しみにしています。                   Ｙ.Ｙさん 

山 行 報 告 
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夜は霧に包まれ、少し雪も降っていたようだ。 

 
☆３月１７日 

早朝３時に起きて、出発準備をし、４時１０

分に出発する。 

南にはサソリ座がとてもよく見える。真っ暗

な中を、アイゼンを利かせて登るが、風がかな

り強い。最初の斜面は右側が切れているので、

慎重に登るが、みんなが大丈夫か心配になって

くる。 

トイレの建物に到着したところで、もしもの

場合に備えて、全員ロープで結び合う。ロープ

で結び合うと、下手をすると全員落ちてしまう

ことになるため、もし誰かがスリップしたら、

全員で止めるようにしなければいけないと伝

える。 

 

夏は八方池がすぐ下にある第３ケルンに到

着し、もう少し行ってみるが、あまりの強風で、

これ以上は危険と判断し、引き返すことにする。

ちょうど日が昇って、山々がモルゲンロートに

染まり始めたところだった。すばらしい御来光

とモルゲンロートの山々を楽しむ。 

八方池山荘に泊まった他の１０人くらいの

パーティーとすれ違い、私たちは第３ケルンで

集合写真などを撮って、下り始める。しかし、

早朝よりかなり風が弱くなってきたように感

じる。メンバーの意見を聞くと、もっと上まで

行きたいという意見がほんの少し多かったの

で、このまま帰ると時間を持てあますこともあ

り、もう少し行ってみることにして、再び登り

始める。 

 

１０人くらいのパーティーもロープをつな

いでいる。リーダーの方とひと言言葉を交わし

たが、あとでお聞きしたら、山岳ガイド「風の

谷」の方たちだった。このグループは山頂まで

行ったが、強風でよろめく人が多く、丸山で引

き返して正解だったと言っていただいた。 

 
下の樺で休憩し、さらに急斜面を登り、上の

樺付近を登る。とにかく展望はすばらしい。目

標としていた唐松岳はこの辺まで来ると見え

なくなるが、白馬三山、五竜岳、鹿島槍ヶ岳、

遠く、頸城や戸隠の山々、浅間山と四阿山、そ

して八ヶ岳、富士山、南アルプスも遠くにしっ

かりと見えていた。 

丸山ケルンに着き、少し先のピークに登ると、

八方尾根からのご来光 

モルゲンロートに染まる白馬三山 

白馬三山を背に 

鹿島槍ヶ岳 



10/33 

今日の目標だった唐松岳がよく見えた。名残惜

しいが、疲れが出始めて、強風に耐えるのはき

ついこともあり、ここから引き返すことにする。

下っていくと風はおさまりはじめ、大勢登って

くる。 

 
第３ケルンより下は、陽光に満ちあふれてい

た。風がなければ、ぽかぽか陽気だったのだろ

う。 

山荘の手前で滑落停止の練習をする。もしも

の時のために、形だけでも知っておいて欲しか

った。 

予定より早く下りてきたので、第一郷の湯で

温泉に浸かり、八方美人でラーメンを食べて、

高速バスに乗り込んだ。後立山の山々は、逆光

を受けて光り輝いていた。    記：網干 

 

《参加者の感想》 

今回は新宿発 10 時でゆっくりバスの旅。 

あとはゴンドラとリフトであがるだけとい

うことでモードはすっかりバス旅行気分。緊張

感もなにもなくだらっとした雰囲気で白馬八

方へ。しかしバスの時間が少しずつ遅れだして、

ゴンドラ上部のリフト最終 16 時に乗れるの

か、そこから旅行気分は崩れ去り、ゴンドラ乗

り場までみんな、走る、走る。いままでこんな

経験なかったので想定外なことでした。 

アルペンクワッドは動いていてほっとしま

したが黒菱からのリフトは動いていない。白く

浮かび上がる雪の斜面をジグザグしながら登

った、モードをオンにし、必死になって登る。

山は予想外のことが起きる、だからどんな状況

になってもすぐに頭を切り替えられるように

しないといけない。リーダーはそんなことも想

定内なのか、てきぱきと指示をしている。リー

ダーはつらいよという替え歌があるがリーダ

ーは責任があるからゆっくりできる時がほと

んどない。いつも思うがちゃんとしたリーダー

がいるからこそ、厳しい山にいってもちゃんと

帰ってこれる。真剣な眼差しの中でも笑ってい

てくれる、そんなことがわたしたちの緊張を和

らげてくれるんです。 

翌日は朝が早く。4 時の出発。3 時起床。ま

だ真夜中。山荘の好意で余計な荷物は置かせて

くれるということで助かりました。バスの中で

手に持っていた荷物、それを自分のザックにく

くりつけて登ってくださったＣさん、ありがと

うございました。 

空は満天の星。リーダーがあれがさそり座だ

よと教えてくれる。出発してから 1 時間ほど

で東の空が赤く染まってきた。なんとも赤、ピ

ンク、オレンジ、なんとも言えない色。なんて

壮大なんだろう、しばしみとれる。端正で凛々

しい鹿島槍、黒菱を隠した五竜岳も姿を現す。

かっこいい。 

右をみれば白馬三山が相も変わらず、壮大に

そびえ立っている。白い峰々がほんのり赤く染

まってみえる。太陽が昇るとほっとする。あ～

生きててよかったと思う。風が強いのでなにも

かもが見える。本当にすばらしかった。その臨

場感はたとえようがない。その中で人は木から

剥がれないように必死にぶら下がっている葉

っぱのようなもので自然の中ではなんとも微

五龍岳 

八方尾根を下る 
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力だ。強い風がくるとよろっとさせられる。 

リーダーがザイルを出してくれた。リーダー

はだれかが滑落したら全員で止める んだよ～

と風に負けないように大きな声でいっている。 

残念ながら剣岳の見える稜線までいけなか

ったが、山はまたいける、生きてればまたいけ

る。自然の猛威と自然の優しさ、両面を数時間

で感じさせてもらいました。またきます。その

ときは優しい風でむかえてくださいね。 

記：Ｓ.Ｋさん 

コースタイム 

3/16 黒菱平(16:10)…八方池山荘(16:40) 

3/17 八方池山荘(4:10)…丸山ケルン(8:30)

…八方池山荘(11:15) 

 

★発端丈山(３月２３日) 

 参加者 会員(障害者３名、健常者７名) 

     会員外(健常者 1 名) 

 

 

 

 

３月になってから急に暖かくなり、サクラの

開花が例年より１週間も早く、今日は、車窓か

ら見える桜は満開に近かった。 

大仁駅に着くと、大きな岩壁を持つ城山が迎

えてくれる。少し遠回りをして城山の登山口に

向かう。川の畔の桜並木は、満開に近い状態だ。 

登山口には、城山から発端丈山までの案内図

がある。ここではじめて、城山は「じょうやま」

と読み、発端丈山は「ほったんじょうやま」と

読むことを知った。 

登山道を登っていくと、岩壁が近づいてきた。

岩壁に向かうパーティーもいる。岩壁は想像し

たよりも大きく、３ピッチくらいあるかなり大

きな岩場だった。途中でよく見えるところがあ

った。４パーティーほどが取り付いていた。 

白い桜は大島桜だろうか？ 足下には、ウラ

シマソウやタチツボスミレが咲き、ウグイスの

さえずりも聞こえる。 

城山山頂への分岐手前にテーブルが二つあ

ったので、そこで昼食タイムとする。まさに春

爛漫のぽかぽか陽気だ。 

昼食の後、緩やかな登りで城山への分岐に到

着する。そのまま発端丈山方面に向かう。名前

の良く分からないスミレが咲き、ニオイタチツ

ボスミレの香水のような香りを楽しみながら

歩いていく。今日初参加のＤさんは、Ｍさんの

サポートも体験している。３月入会のＨ君も、

楽しく歩いているようだ。 

 

葛城山方面への分岐を過ぎ、さらに益山寺へ

の分岐を過ぎて登っていくと、発端丈山の山頂

に飛び出した。ここは草原状になって開けてい

るので、展望がすばらしい。 

足下には駿河湾が広がり、愛鷹山もよく見え

る。曇っていて見えなかったが、晴れていたら

富士山がすばらしい場所のようだ。遠くに見え

る陸地はどこかの島かと思ったら、山頂にいた

地元の方が、静岡方面だと教えてくれる。晴れ

ていると、南アルプスもよく見えるそうだ。登

ってきた方向に目を移すと、天城山がよく見え

ている。 

すばらしい展望を楽しみ、集合写真を撮って

下りにかかる。内浦学校前に下る分岐があった

が、予定通り真っ直ぐ下ることにする。ここも、

駿河湾がよく見えて、すばらしいところだった。

しかし、傾斜は非常に急だ。慎重に、そしてぐ

オオシマザクラ 
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んぐん下っていく。Ｈ君が途中で転び、それか

ら不機嫌になってしまった。そこは、よく知っ

たお母さんの知恵で、置いていくそぶりをする

と、しかたなく歩いてくる。 

みかん畑の人が売っていたみかんをみんな

が買い、下り着いたところが長浜のバス停だっ

た。ここは、沼津行きのバスしかないので、近

くの観光センターの方に聞いたら、少し行った

三津シーパラダイスで乗れば、伊豆長岡に行か

れるとのこと。背伸びをしてオットセイを見な

がら歩くと、シーパラダイスに到着した。 

記：網干 

《参加者の感想》 

久しぶりに早朝５時半に家をでて、品川駅に

向かう。電車に揺られながら、ぼんやり車窓を

眺めていると小田原あたりからおだやかな相

模湾と満開の桜が見え、春爛漫の景色が楽しめ

た。 

終着の大仁駅に近ずくと大きな岩山が見え

て来た。この山はロッククライミングで有名な

城山とのことで、我々一行はこの城山の中腹を

経由して目的地にむかったが、途中岩肌に取り

付いている３つのパーテイを見分する事がで

きた。軟弱な私には、落ちれば命の保証がない

事を金かけてよくやるなあ、との思いが頭を過

る。 

今回の山行は城山発端丈ハイキングコース

というルートを行くのであるが、ハイキングと

名付けられてる通り、それほどのアップダウン

があるでもなく、好天に恵まれ微風を頬に感じ

ながら、快適に歩を進める。登り始めてから途

中昼飯タイムを入れ３時間程で発端丈山への

最後の登りにたどり着く。急坂を背と額に汗し

ながら頂上に立つと３６０度の視界が広がる。

眼下に駿河湾、南方向に天城山系が見える。し

かし富士山は雲に隠れ見えず。残念至極頂上か

ら駿河湾への下り道は急勾配で慎重に降りる。

途中一軒のみかん農家がシーズン終了との事

で、みかんの大安売りをやっており，市価の半

値以下であったので多くの人が買い求めた。儲

かった気持ちを抱きながら、帰路は何時もの通

りで、電車の中で談笑して家路に向かう。 

富士山が見えなかったのは残念でしたが、ま

ずまずの山行でした。    記：Ａ.Ｓさん 

 

今回は春うららかであろう静岡の城山・発端

丈山へいってきました。 

城山ではロッククライマーが大声をかけな

がら岩を登ってました。同じ人間なのにこんな

ことができる人がいるんだ、すごいな～。岩の

上にいる人が小さく見えました。 

発端丈山へのアプローチはゆるやかで、すみ

れや桜が咲いていて春色の道。3 日前の雪山と

はうって変わってあたかかくて昼寝でもした

くなるような一日でした。同じ日本、こんなに

違うものかと思いながらおだやかな気持ちで

春を満喫してきました。残念ながら富士山は雲

の中でしたが海を見ながら登る山は贅沢です

ね。 

みかん畑の中を歩いてるとみかん農園の方

がみかん、はっ さく を売ってました。見てく

れは悪いけど味は美味しい。Ｈくんが時折手を

つないでくれました。思いもしなかったことな

のでうれしい～。孫の手もいいがＨくんの手も

かわいくてあたたかい。陽気に歌を歌っている。

いいね。 

Ｓパパが息をきらしてＭちゃんの手をつな

いで歩く姿にも感動してしまった。みんなみん

な支え合って生きてるんですね。Ｍちゃん、優

しいお父さんで幸せだねって聞いたら「うん」

発端丈山山頂にて 
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っていってました。 

お試しでいらした 25 歳のＤくん。若かりし

頃の松坂に似ている。道中終始にこやかでなん

ともフレッシュで爽やかな印象でした。いろん

な人のおかげでとてもホットな気持ちになれ

た山行でした。       記：Ｓ.Ｋさん 

 

コースタイム 

大仁駅(10:20)…城山登山口(10:50-11:00)

…城山分岐手前(11:30-12:00)…葛城山分岐

(12:55-13:00)…発端丈山(13:45-14:10)

…長浜バス停(15:30) 

 

★鳴神山(４月２１日) 

参加者 会員(障害者２名、健常者６名) 

 

 

 

 昨晩から雨が降り始め、中止にするか判断に

困ったが、天気予報を信じて、昼頃には雨が上

がると読んで、予定通り実施した。ただ、計画

していた木品登山口からのコースは沢筋のた

め滑りやすいことが懸念されるため、赤柴から

のコースに変更した。これは大正解だった。雪

の積もった沢筋は非常に危険だっただろうと

思う。 

駒形登山口の少し先までタクシーが入って

くれたので、よかったと思ったら、なんと引き

返していこうとする。せっかく来たので、ここ

で下ろしてくださいと下ろしてもらうが、もう

１台は引き返していき、メンバーは登り返して

きた。 

しばらく林道を歩き、沢沿いの道へと入って

いく。少し歩くと雪が積もっている。今は小雨

が降っているが、明け方は雪だったのだろう。

ニリンソウも寒そうにつぼみを固く閉じてい

る。沢沿いの道から小さな尾根上の道に変わる。

ミソサザイが元気に鳴いている。 

雨もやみ、裏の肩に到着する。ここは冷たい

風の通り道のようでとにかく寒い。そのまま山

頂に向けて登っていく。 

少し登ると、きれいなピンクの花が見える。

アカヤシオだ。あまり期待していなかっただけ

に得した気分になる。雪が積もって滑りやすい

斜面を慎重に登りながらも、次第に増えてくる

アカヤシオに歓声が上がる。アカヤシオのピン

クと雪の白が織りなす彩りはすばらしい。山頂

手前の見晴らしのよいところからは、赤城山が

よく見えた。雨も完全に上がったようだ。 

 

岩場を過ぎると展望のよい山頂に飛び出す。

ここで昼食タイムだ。山頂の気温は５℃。山頂

に温度計がある山も珍しいだろう。Ｋさんは、

エスキモーのように羽毛服の帽子をかぶって

いる。雲海も広がり、雨上がりのすがすがしい

展望を楽しみ、来た道を引き返す。 

裏の肩からは鍋足方面への山道を下る。ここ

はほとんど植林帯で、スミレなども少なかった

が、もう少し遅い時期に来ると、カッコソウが

見られるようだ。次回の楽しみに取っておこう。 

ミソサザイが飛んでいると思ったら、なんと

コマドリだった。声は聞こえなかったが、ひさ

しぶりに姿を見られて感激だ。車道が近づく頃、

念願のナルカミスミレと対面できた。子どもも

高齢者も同じ目線で話す方が相手の顔がよく

わかる。花も同じ、しっかり寝転んで、目線を

合わせて写真を撮る。 

予定より早く降りたので、タクシーが登って

アカヤシオ 
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くる方向に歩いて降りることにする。無事にタ

クシーと合流して桐生駅に向かった。 

記：網干 

 

《参加者の感想》 

自分は、山に行き始めて 13 年になりますが、

六星山の会で１回の、雨の山行、アルプで 1

回の、雨の山行。それだけ、雨に打たれる事が、

少ないのですが、アルプは、10 年を過ぎ、再

び、そろそろ、雨の山行、来るかなと思ったら

ジンクス通り、家を出た時から雨ですし、桐生

市は、寒く、残雪の山と言う感じでしたがアカ

ヤシオが、たくさん咲いていて見事でした。 

山頂の景色も 1000ｍとは思えないほど素

晴らしく、雲の上にいるように見えて、3000

ｍ級の景色と、錯覚するほどでした。 

ミササザイ、オオルリ、カケス、ウグイスな

どの声もさわやかな最高の一日でした。 

記：Ｍ.Ｋさん 

 

今日は桐生の名山、鳴神山にいった。 

登り始めは雨が降っていたが、リーダーの予

報どおり弱い雨でそんなに濡れることはなか

った。 

いざ鳴神山へいってみると雪一面で、こんな

季節の雪景色に驚いてしまった。ややシャーベ

ット状になった登山道は歩きにくく、下りにこ

こは通りたくないなと思いながら山頂へ向か

う。雪景色の中にアカヤシオのピンクが映える。

こんもりした白い雪の花とアカヤシオのピン

クの花が競演して咲いているようだった。 

山頂へついてみると周り一面の雲海に囲ま

れる。ご近所の赤城山脈もだんだん姿を現して

くる。しかし温度は低く、ダウンを着込んだら

リーダーがまるでエスキモーみたいだといわ

れてしまった。 

下山してるうちに晴れてきて青空も見えてき

た。春の花と雪。自然はいろんな姿を見せてく

れるからおもしろい。 

一緒に歩くメンバーも愉快に陽気な人ばか

り、お腹が痛くなるほど笑わせてくれる。リー

ダーは小さなすみれを撮るのに土の上に仰向

けに寝そべりながら撮っている。そこまでしな

くてもと思うが、その一生懸命さに心うたれる。

なのでその姿を写真でとってみた。山の中では

緑の芽がたくさん出てきていたが名前がわか

らない。雑草といってしまえば簡単だがＴさん

が天皇陛下が「雑草という草はないんですよ。

どの草にも名前はあるんです。」っていってた

わよと話してくれた。 

山仲間っていいですね。またまたいろいろな

発見をさせてもらえました。 記：Ｓ.Ｋさん 

 

コースタイム 

駒形登山口(10:05)…赤柴登山口(10:35)…

鳴神山(12:05-12:40)…裏の肩(13:05)…コ

ツナギ橋(14:15) 

 

 

 

鳴神山山頂にて 

アカヤシオが満開だった 
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★八丈島（１０周年記念山行）(４月２７日～２９日) 

参加者 会員(障害者１名、健常者１１名) 

 

 

 

 

☆４月２７日 

前夜、竹芝桟橋を出発して、９時２０分頃、

八丈島の底土港に着く。２泊させてもらう船見

荘の方が迎えに来てくれている。宿に不要な荷

物を置いて、富士登山道入り口まで車で送って

いただく。ここからしばらく車道を歩く。 

アロエはここでは雑草だ。路傍に無造作に生

えている。アカバナルリハコベやハチジョウテ

ンナンショウが咲き、イチゴは甘くておいしか

った。 

ようやく八丈富士登山口に到着する。ここか

らは階段とその横につけられたコンクリート

の道をひたすら登ることになる。我々の他にも

いろんな人が登っていく。八丈高校の２年生は、

７０人の集団で、がんばって登っていった。茨

城から赴任してきた先生はとても若く、生徒と

区別できないくらいだ。海の方を眺めて、「何

度見ても良いな～」と言っていたのが印象的だ

った。 

 

山頂は風が強そうなので、途中で昼食とする。

山頂のお鉢に着くと、やはり風が強かった。こ

こから山頂まではお鉢を４分の１周くらいす

るが、所々やせたところがあり、強風と共に注

意しながら通過する。 

 

時折、風によろめきながらも無事山頂に到着

する。山頂で写真を撮ってくれた若いカップル

は、宿も一緒だった。山頂から、もう少し八丈

小島がよく見えるところに行こうと、お鉢をも

う少し行ってみる。八丈小島はとがって格好の

良い島だ。 

長い石段を下り、舗装道路に出て、ふれあい

牧場に行くことにする。ここでタクシーを呼ん

で、宿まで運んでもらうことにする。牧場では

牛たちがのんびりと草を食んでいた。 

タクシーに乗って、南原千畳岩海岸に行き、

続いて、玉石垣を見て、花見荘に行くことにす

る。海岸に押し寄せる波は迫力があった。玉石

垣は、島流しにあった人たちが積んだらしいが、

とてもきれいに積まれている。 

宿に戻って、タンクで運んでくれた温泉に入

って汗を流す。温泉は塩味がする。明日に備え

て、早めに眠りについた。 

 

☆４月２８日 

朝食を食べた後、予約したタクシーで服部屋

敷跡に向かう。ここでなんと、アカコッコに出

会えた。伊豆諸島にしかいない貴重な鳥に出会

えてラッキーだった。ガイドさんの説明もすば

らしく、歴史のことから植物のことまで教えて

いただいた。その後は、八丈太鼓と踊りを見聞

きし、メンバーも一緒になって踊った。Ｋさん

は、太鼓をたたかせてもらった。ドラムをやっ

たことがあるだけに、とても筋が良くリズミカ

真っ青な海を背に八丈富士山頂を目指す 

八丈富士山頂にて 
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ルにたたいていた。 

 

ここから唐滝に向かって歩いて行く。タネコ

マドリやモスケミソサザイなどがさえずって

いる。ムシクイの仲間は、イイジマムシクイの

ようだ。車道から林道になり、硫黄沼に立ち寄

る。ここでも、八丈富士の山頂で会ったカップ

ルと一緒になる。彼らも自然が好きなようだ。

名刺を渡して、ホームページを紹介する。 

 

林道が終わり、登山道になると、ほどなく唐

滝に到着する。落差５０ｍほどで、垂直に落下

している。落水が、霧状になって、風に舞う。

無数の水滴が光を受けて舞う光景は、吸い込ま

れていきそうなほどの美しさだ。 

ここで昼食とし、滝の下で集合写真を撮って、

来た道を引き返す。 

途中から三原山への道に出られるはずだが、

道が途中で終わっていたので、別の道を行って

みるが、こちらも途中で終わっている。再度、

最初の道に行ってみると、藪になっているが、

何とか行かれそうだ。道も途中から出てきた。 

何とか車道に出て、三原山を目指す。小さな

コケリンドウがたくさん咲いている。三原山が

見えてきて、車の通れない林道に入って山頂を

目指す。八丈富士も見えてくると、山頂は近い。

山頂からの展望は抜群だった。周囲には、アマ

ツバメがたくさん飛んでいる。単独の登山者の

人から写真を撮っていただく。山頂からタクシ

ー会社に電話をして、迎えに来てもらうことに

する。大池の入り口でタクシーと合流したので、

大池を見るまで待ってもらう。小池はすでに池

ではなくなって、原っぱとなっていた。大池は

細長い池で、人が作ったような池だった。 

タクシーに乗車し、見はらしの湯に行っても

らう。海のよく見える露天風呂がすばらしい見

はらしの湯で汗を流し、次は登龍峠に立ち寄っ

てもらう。ここは、展望がすばらしく、逆行だ

ったが、八丈富士がよく見えた。土産物屋でタ

クシーを降り、買い物をして船見荘に戻った。 

船見荘の夕食は、バーベキューだった。宿の

サービスなのか、たっぷり入った焼酎の回しの

みがあった。 

 

☆４月２９日 

今日は早起きをして、神湊漁港付近まで行っ

て日の出を見る。雲があったが、真っ赤な太陽

が水平線から姿を現した。日の出を楽しんで、

宿に引き返す。 

朝食後、宿の車で、港まで送っていただく。

乗船手続きを済ませ、船が来るのを待つ。八丈

高校の２年生たちが京都に旅行してきたのだ

ろうか、八つ橋などのお土産を持って大勢下り

てきた。一昨日、八丈富士に登った２年生たち

アカコッコ 

みんなで楽しく踊る 

三原山山頂にて 



17/33 

が出迎えてくれたようだ。 

 

船からの八丈富士を楽しんでいると、前の方

でトビウオが飛んだとＫさんが言う。まさかと

思ったが、よく見てみると、船に驚いたのか

次々にトビウオが飛び始めた。こんな光景を見

ることはないので、みんな喜んでいた。 

船内に戻ると、食堂で、ケーキが準備されて

いた。なんと、「アルプ１０周年おめでとうご

ざいます」と書かれている。Ｋ.N さんたちが

企画して、準備してくださったそうだ。心遣い

に深く感謝します。設立時からいる視覚障害者

のＫさんと一緒にナイフを持って、ケーキに入

刀する。柔らかいケーキは、１２等分すると形

が崩れてしまったが、心もこもっていて、とて

もおいしかった。 

寝たり話をしたりしながら、長い船旅を楽し

んで、竹芝桟橋で船を下りた。今回は、１０周

年記念山行でしたが、思わぬサプライズがあり、

とてもうれしい気持ちで終えることができま

した。次の１０年に向けて、気持ちを新たに進

んでいきたいですね。      記：網干 

 

《参加者の感想》 

２０１３年のＧＷ第一弾ははじめて八丈島

へ。１１時間近い船旅から旅がはじまる。 

初日は海から綺麗にみえた富士山のような

八丈富士をトレッキング。山への坂道をどのく

らい歩いただろう。島の強い風に吹かれて流れ

る雲が印象的でした。八丈富士の登山道は９割

以上階段で面白くない。しかしとにかく空と海

にかこまれた景色がよかった。とにかく階段を

上ること１２８０段でお鉢めぐりが出来る山

頂付近に到着。 

山頂は風が強く、時折耐風姿勢になって這う

ように山頂へ到着。風が強くてお鉢めぐりはで

きなかったが充分に八丈富士トレッキングを

堪能できました。 

翌日は唐滝から三原山へ。これまた唐滝まで

以外は舗装道路をトレッキング。唐滝でマイナ

スイオンばっちり浴びて気持ちがよかったで

す。見晴らしの湯で海を眼下にまったり。船見

荘の食事も島の幸を山から海までもれなく食

べ応え十分。いつになくなんとも贅沢な旅をし

てしまいました。 

八丈太鼓を見ることができて、そして舞台で

踊ることもできて島の観光を充分楽しむこと

ができました。流人の島でもある八丈島。コン

ビニもない、贅沢なものはなく、シンプルな暮

らしがある。丸い石を使った石垣には感心して

しまいました。見事な整列。一生懸命運んで作

り上げたのでしょう。ここには歴史がそのまま

残っている、そんなことを感じる癒しの旅でし

た。楽しい時間を一緒に過ごしていただいた皆

様、ありがとうございました。記：Ｓ.Ｋさん 

 

八丈島港から見た富士は、雄大に聳えていま

した。 

お昼に、Ｋ、Ｎさんからいただいた、島寿司

が、最高に美味しかったです。後から、八丈島

高校の遠足の一行が登って来て若いエネルギ

ーをいただきました。８５０ｍほどの山でした

が、急登で、山頂付近では、火山岩の岩登りも

あり、島ならではの、強風で、飛ばされて海に、

吸い込まれそうで、山頂が、遠く感じましたが、

地球が丸く見えるようなすばらしい景色でし

た。 

丸い石積みの歴史も、見れて、牧場で牛を見

れて大変中身の濃い一日でした。 

日曜日は、歌と踊りを見て、太鼓を叩かせて

日の出 
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もらい、三原山は、藪こぎで、あまり踏みなら

されていないような道でしたが、島のジャング

ルを体験できて、さわやかな雲の流れの早い島

の風を感じて大変良かったです。 

見晴らしの湯のような、マリンブルーの海の

見える温泉露天風呂は、初めてでしたので、塩

辛い湯と景色を感じる事が出来て大変良い山

旅でした。         記：Ｍ.Ｋさん 

 

10 周年記念・八丈富士登山に参加して 

二十数年ぶりの船旅でしょうか。26 日の夜

は、ちょっぴり体調への不安を抱えながらの竹

芝桟橋出航でした。船内では眠っていたような

起きていたような、ただただ時間の経つのが遅

く感じ翌朝には、やや疲れ気味で八丈島に入港。

でも下船してみると、目の前には、青い海と美

しい山、そして澄み渡った青空。もう疲れは忘

れていました。 

八丈富士の山頂近くでは猛烈な風で、海まで

飛ばされそうになりました。みんな必死で草木

につかまりながら山頂へ。万歳です。民宿では

夜空を見上げて「あれが北極星」、「真上に見え

るのが北斗七星だね」の声に青春時代に戻った

気分でした。三原山では少しばかり道に迷いま

したが山頂に辿り着いて、またまた万歳です。 

帰りの船内でのささやかな 10 周年記念パ

ーティ。笑いあり、歌あり、もちろんお酒も。

今回は思いがけなく、郷土芸能に触れ、また八

丈島の歴史にも触れることができました。夕暮

れどきのドライブもあって八丈島の自然を十

分満喫できたように思います。 

そしてなによりも口下手な私にとって、気遣

いなしの男性陣と姉いもうとのような素敵な

女性陣と少なからず心が触れ合えたように感

じました。ありがとうございました。 

記：Ｈ.Ｍさん 

コースタイム 

4/27 富士登山道入り口(10:25)…八丈富士

登 山 口 (11:30) … 八 丈 富 士 山 頂

(13:00-13:10)…下山口(13:50)…

ふれあい牧場(14:40) 

4/28 服 部 屋 敷 跡 (10:35) … 硫 黄 沼

(11:20-11:30) … 唐 滝

(11:45-12:15) … 三 原 山 へ の 分 岐

(12:35)…三原山(14:20-14:30)…

大池(15:15) 

 

★秩父御岳山(５月１２日) 

参加者 会員(障害者３名、健常者１０名) 

 会員外(健常者１名) 

 

 

 

 

天気予報が当たり、雨は明け方で止み、秩父

に着く頃には、すっかり青空が広がっていた。 

舗装道路を歩くのがいやだから、三峰口駅か

らタクシーで強石まで行こうという話になる。

しかし、タクシーは１台しかない。１台で３往

復してもらうことになる。バスは急行しかない

ため、強石には止まらないそうだ。 

登山口に全員集合して挨拶を始める。今日は、

高１のＹ君が初参加だ。どうして山仲間アルプ

を知ったのか聞くと、塾の先生からのおすすめ

だったそうだ。若いときに、いろんなボランテ

ィアを体験した方が良いという先生の考えが

あったらしい。Ｙ君は、自然が好きで、東京よ

りも自然の豊かなところに住みたいという気

持ちもあるらしい。 

登山口から反対側を振り返ると、４つほどピ

ークを持つ形の良い山があるが、地図には名前

がない。その山に背を向けて、登山道を上り始

める。植林帯の急坂だが、ところどころ新緑の

美しい雑木林がある。登山口から４０分ほどで

杉の峠に着く。 

杉の峠からも急登が続く。樹林の間から和名
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倉山が見える。さらに行くと、これから登る秩

父御岳山が、ピラミダルに尖って佇んでいる。

なかなか形の良い山だ。 

 

山頂が近づくと、痩せ尾根となり、岩場とな

る。ロープが張られている。高所恐怖症のＹ君

は、ゆっくりしたくない気持ちが強くて、ぐん

ぐん登っていく。Ｆさんのサポートは、Ｉさん

が専念し、後ろをＹＯさんが見てくれている。 

 

痩せ尾根を通過すると、下山コースに使うタ

ツミチへの分岐に出る。そこからほんの少しで

山頂だった。山頂には祠があり、展望がすばら

しい。正面に両神山、その横には奥秩父の主脈

が続く。三宝山、甲武信ヶ岳、木賊山、手前に

は大きな和名倉山がどっしりと構え、その左奥

には、飛龍山と雲取山が見える。その左手前に

は白岩山。両神山の右奥には、遠く浅間山が見

え、西上州の山々が続き、その奥に、谷川連峰

や赤城山も見えている。 

すばらしい展望を楽しみ、集合写真を撮って、

山頂を後にし、昼食はタツミチと強石コースの

分岐で取る。 

 

タツミチ方面への道もやや急だが、強石から

の道ほどではなく、こちらを下山コースにして

正解だった。タツミチ分岐からは、直接三峰口

駅に下るコースを取る。山腹には、藤の花がた

くさん咲いていて、なかなかきれいだった。 

最後に、Ｙ君にＦさんのサポートを体験して

もらう。緊張したと思うけど、一所懸命にがん

ばっていた。          記：網干 

 

《参加者の感想》 

今日は埼玉県内の秩父御岳山へ。 

新緑はまぶしく、おだやかな日差しがやわら

かくてここち良かった。草木に光がさして、葉

脈が見える。鳥の鳴き声もにぎやかだ。御嶽山

は噂通りの急登。痩せ尾根はＩさんがＦさんを

サポートしてくれた。後ろはしっかりとＹＯさ

んがガード。 

山頂からはたくさんの山々が見えている。ギ

ザギザした両神山。端正な形の雲取山。昨年登

った甲武信岳もみえて感慨深いものを感じ、あ

の時の記憶が思い出される。遠くにはうっすら

白い頂の谷川岳もみえた。 

秩父御岳山 

山頂直下の痩せ尾根を登る 

秩父御岳山山頂にて 

山頂から見た和名倉山 
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今回は高校一年生のＹくんが初めて参加。高

所恐怖症のようでぼく怖いんですといってた

が、スピードは早い。やっと山から降りたとき

の笑顔が印象的だった。ＦさんがＹくんにサポ

ート方法を教えている。Ｙくんはやや緊張した

面持ちだったが三峰口駅までＦさんをサポー

トしていました。 

先週の雪山とはうって違って、春満載の山行。

緊張からときはな されて草木の匂いや鳥の声

を聞きながらリラックスした気持ちで歩くこ

とができました。登山の途中休むとき一本立て

ようというが、それは荷物が重くて下ろせない

ときに、木などを立てて、ザックの下に一本た

てて休むということだとリーダーに教わった。 

下山したところにマーガレットの花がたく

さん咲いていた。ＩさんとＫさんが「誕生日に」

といってプレゼントしてくれた。リーダーから

のおめでとうといってもらったアンドーナツ

も大変おいしかったです。いつになくうれしい

誕生日になりました。    記：Ｓ.Ｋさん 

 

Ｃコースと言う事もあって、けっこうな登り

で、登山者が、少ないためか、登山道が、踏み

固められて無いところもあるように感じまし

た。途中、痩せおねや、岩登りの変化にとんだ

コースで、アルプ創立メンバーの２班の班長の

N さんは、前に、後ろに目配りをして、班の体

力、疲労度、視力を考慮して、的確なリーダー

シップを発揮して、大変良く、みんな快適に歩

いていました。 

山頂の景色も良く、もう夏山だと感じた一日

でした。          記：Ｍ.Ｋさん 

 

コースタイム 

登山口(10:20)…杉の峠(11:00-11:10)…秩

父御岳山山頂(12:35-13:25)…タツミチ分岐

(13:55)…三峰口駅(15:25) 

 

 

★鳴虫山(５月２５日) 

参加者 会員(障害者６名、健常者９名) 

    会員外(健常者 1 名) 

 

 

 

 

 

6:50 浅草出発の七名が時間厳守で集合、朝

早いがHくん、Aちゃん兄妹は元気いっぱい。 

割安な回数券を購入し乗車、日光行きは後ろ２

両のみで登山客でほぼ満席。 

9:45 日光組も時間通り集まり準備体操、ト

イレを済ませ出発。するとすぐに男性と車にの

る社長こと N さんとばったり、男性は誰なの

でしょうか？？（旦那様らしいですが）。 

10:00 日光駅から 15 分ほどで登山口に。駅

から徒歩 15 分で登山口に来れるとは貴重な

山です。ゆっくりとまず神ノ主山（こうのすや

ま）をめざしゆっくり歩き始める。しばらくは

勾配もきつくなく歩きやすい登山道が続くが 

神ノ主山手前は急斜面でハード。途中一人で千

葉から来た登山者にアルプの名刺を渡し勧誘、

入会してくれるといいのですが。 

 

11:00 予定とおり神ノ主山到着。眼下には日

光駅。晴れていれば男体山、女峰山を一望でき

眺望最高とのこと、この日は曇っており残念。

一休みして鳴虫山をめざし出発。ここからは杉

神ノ主山にて 
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の根で滑りやすい急斜面が続くがこの日会員

外として参加してくださった「まむし」こと Y

さんの楽しい歌と A ちゃんとの掛け合いで楽

しく難所をすすんでいく。 

 

12:40 無事鳴虫山登頂。山頂は登山者でいっ

ぱい、場所を確保して昼食。６週連続参加の K

さんは冷やし中華持参、これからのシーズンに

いいかも、流行りそうです。 

13:10 これからは急な悪路の下りのためお

昼を少し早目に切り上げサポート体制をしっ

かり確認し出発。途中何度もHくんの悲鳴が、、、

杉の根が歩きにくく怖い。雨だったら難易度が

何倍にもなりそう、降らなくてよかった。 

 

15:00 怖さと疲れからやはりペースダウン。

30 分遅れたがサポート陣営の頑張りもあり

無事神ノ主山到着。薄日も差し行きの時よりも

視界がよくなりうっすら女峰山も。一休みし出

発、まだしばらく急斜面が続くので慎重に進む。

急斜面を下ってからは A ちゃん「まぶしー、

早くこーい」、まむしこと Y さん「いまいくぞ

ー」の掛け合い、ほんと Y さんは楽しい変な

人です、アルプに是非入会してほしいものです。 

16:10 日光駅到着。途中飲み物の買い出しも

あり予定より 40 分遅れ。都内まで約２時間、

いつものように電車で楽しく帰途につきまし

た。参加者の皆様、お疲れ様でした。 

記：佐藤 

《参加者の感想》 

先日はよく慣れ親しんだ鳴虫山へいきまし

た。東武沿線上に住まいがあるわたしはここへ

何度もいっている。今回はとても愉快なＳＡリ

ーダーのもと、新鮮な空気の中、歩いてきまし

た。 

ゆっくりペースで歩いてるせいか、こんな道

あったかな？と何度も感じました。特急だと見

過ごしてしまう景色が鈍行だとよく見える。同

じく鳴虫山を好んで歩いているＳＵさんも同

じ気持ちだったようで、山頂までこんなに長か

ったかなっていっていました。 

 
わたしも山頂までがすごく長く感じたが、そ

のかわり今まで見落としていたろう景色に巡

り合えたのかもしれない。わたしはＨくんと伴

って歩きました。Ｈくんは歩きながらいろんな

話をしてくれました。時々急坂があらわれ、怖

くなると立ち止まってしまうものの、平坦な道

が現れると、わたしに「走ってもいい？」と聞

いてくる。「走ってもいいけどゆっくりね」と

いうわたし。緑のトンネルが気に入ったようで

わざわざ緑のトンネルをくぐれる道を探して

歩いている。 

曇り加減な空で、杉の木の中を歩くと暗く感

鳴虫山山頂にて 

山頂に咲いていたヤマツツジ 

木の根の多い急斜面を下る 
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じる下山で、Ｈくんは「夜になると暗くなりま

す。家に帰れなくなります。」という。当たり

前な会話かもしれないんだけど、わたしはすご

く熱くなるものを感じて、Ｈくんの手を握り返

しました。この日わたしはなんとも言えないあ

たたかくなる気持ちで一日を過ごすことがで

きました。Ｈくん、ありがとね。また一緒に歩

きましょう。 

暑くなると思っていた今回の山行。わたしは

冷やし中華をもっていったが、あったかいラー

メンを食べているＹさんをうらやましく感じ

ました。次はちゃんと天気予報を見て判断して

もっていこうと思いました。 

Ｓリーダーの山行は初めてでしたが、Ｓさん

の的確な判断と指示が行き届いていて、時には

緊張を和ましてくれたり、時には真剣な面持ち

で指示をしていました。Ｍちゃんとお父さんの

あの手のつなぎ具合もやっぱりよかった。Ｍち

ゃんのお父さん、頑張ってというと、Ｍちゃん

がはいと答えてくれる。いい親子だな～いろい

ろな場面でホットな気持ちになれた山行でし

た。ありがとうございました。 

記：Ｓ.Ｋさん 

 

コースタイム 

東武日光駅(9:45)…登山口(10:00)…神ノ主

山(11:00)…鳴虫山(12:40-13:10)…神ノ主

山(15:00)…東武日光駅(16:10) 

 

 

★気象講習会（八千代台東南公民館）(４月６日) 

講師 気象研究家 弊氏 

参加者 会員(障害者０名、健常者１４名) 

    会員外(健常者２名) 

 

 

 

 

 

第７回自然と親しむ子ども山登り教室の説

明会のあと、気象研究家の幣氏をお招きし、気

象講習会を実施した。 

内容は、春先から夏までの気象の特徴と、

登山で注意しなければならないことについて、

幣氏の著書「気象情報の裏を読む」を参考にし

ながら、説明していただいた。 

温暖化などの影響で、春と秋が短くなり、寒

い冬と暑い夏が多くなっている。また、低気圧

なども日本付近で発達するようになってきた

ので、今後の登山などでは、しかりと気象情報

をとらえ、無理をしない判断が求められること

を学んだ。           記：網干 

 

 

３月３１日の岩登り技術講習会（鷹取山）は、雨のため中止しました。 

 

 

★第１９回ミニハイキング（佐倉城址公園）(３月３０日) 

参加者 会員(健常者１０名) 

    会員外(健常者３名) 

 

 

 

 

雨が心配だったが、今日の降水確率は低く、

予定通り実施する。ただ、非常に寒く、ＴＭさ

講 習 会 報 告 

ハ イ キ ン グ 報 告 
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んは、マフラーまでしている。 

７年ぶりに参加していただいたＫＭさんと

久しぶりに会えて、とてもうれしかった。体調

がすぐれず、なかなか参加できなかったのに、

正会員を継続してくださったことにただただ

感謝です。 

Ｙさんのお孫さんＭＮちゃんは、少し物怖じ

しているが、とてもかわいい。 

今回は、佐倉市の人が二人いるので、二人の案

内で出発する。歴史民族博物館の敷地に入り、

佐倉城址公園を目指す。ソメイヨシノ中心だが

他にもいろんなサクラやハナモモが咲いてい

る。満開になった後、雨が降っていないので、

そのまま維持しているようだ。 

 

三の門では、何か太鼓などの音も聞こえる。

サクラは木の上の方だけに花があるので、どん

な種類のサクラかと思ったが、ソメイヨシノだ

った。枝打ちしたことで、上へ上へと育ったの

だろう。 

 

本丸跡でシートを広げて昼食タイムとする。

ＣＫさんがおでんをたくさん持ってきて振る

舞ってくださる。ＴＭさんは大きなザックで鍋

などを持ってきてくださった。本当にありがた

い。寒い一日だったので、暖かいおでんは最高

でした。 

佐倉城址公園で集合写真を撮った後、歴史民

族博物館を見て帰るというＫＭさんと別れ、鹿

島橋に向かう。そこから田園風景の中を歩き、

谷津のようなところに入っていく。最年少のＭ

Ｎちゃんもかなり慣れてきたようで、笑顔で歩

いている。 

川土橋から手繰川沿いに歩く。手繰川はカワ

セミの住む川で、護岸工事をしていない貴重な

川だ。まさに春の小川のような雰囲気を楽しみ

ながら行くと、畔田谷津の入口に着く。予定時

間を１時間ほどオーバーしているので、志津橋

へは行かず、畔田谷津経由でユーカリが丘駅に

行くことにする。畔田谷津は、まさに里山と谷

津田が残るすばらしいところだ。芽吹きの木々

と共に、春の雰囲気を醸し出している。 

車道に出て、そのままユーカリが丘駅には向

かわず、小さな道を通ってユーカリが丘に通じ

る道に出る。ユーカリが丘駅から真っ直ぐ伸び

るこの道は、ユキヤナギやレンギョウが植えら

れ、とても雰囲気の良い歩道だ。 

最後まで雨が降られず、助かりました。最年

少のＭＮちゃんも本当にがんばって歩き通し

ました。これが自信になって、山道なども歩け

るようになると良いね。参加されたみなさま、

お疲れさまでした。       記：網干 

 

コースタイム 

京 成 佐 倉 駅 (10:55) … 佐 倉 城 址 公 園

(11:45-12:40)…万福寺(14:10-14:20)…

ユーカリが丘駅(15:50) 

 

３月２７日のミニハイキング（酒々井から西印旛沼）と４月７日のふれあいハイキング（甲斐風

土記の丘）は、雨のため中止しました。 

ハナモモの前で 

佐倉城址公園の桜の前で 
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★中岳(３月２日～３日) 

参加者 会員(障害者 1 名、健常者６名) 

 

 

 

☆３月２日 

茅野駅からバスで八ヶ岳に向かうが山頂

付近は雲に被われている。冬型が強すぎて、

八ヶ岳も少し影響を受けているようだ。 

すばらしい天気の美濃戸口から凍り付い

た林道を歩く。最初はアイゼンなしで歩いて

いたが、途中からアイゼンを付ける。アイゼ

ンを付けると安心して歩けるため、ペースが

上がる。 

美濃戸でお昼を食べ、北沢に向かう林道を

登る。北沢に入ると、次第に曇り空になり、

赤岳鉱泉の近くでは、ちらちらと頬に感じる

ものがあった。 

赤岳鉱泉で受付を済ませてから、ジョウゴ

沢に向かう。寝不足のＮさんは、小屋で休む

ことにする。Ｉさんも途中で引き返した。 

 

ジョウゴ沢のトレースをたどり、下りてき

た人に F1 はもう少しか聞くと、すぐそこだ

が雪に埋もれて滝が見えないとのこと。もし

かしたら登れないかも知れないと思ったが、

一つ上部の F2 まで行くことにする。 

F2 は、F1 よりかなり大きく、ザイルを持

ってきていないので、上まで上がるのは無理

と判断し、下の２ｍほどを登る体験をしても

らうことにする。アイスバイルがないので、

登りにくいが、私の短いピッケルと各自のピ

ッケルを使って、ダブルアックスで登ってみ

る。ピッケルのピックを氷にたたき込み、ア

イゼンの前爪を氷に蹴りこんで登るが、体験

できたことをみんなから喜んでもらえた。時

間がないので、１回ずつ体験して、赤岳鉱泉

に引き返す。 

 

☆３月３日 

今朝は、３時３０分起床で４時３０分出発

となった。予定より３０分遅れだ。 

Ｎさん先頭で、中山乗越まで登り、行者小

屋で朝食タイムとする。文三郎道に向かうト

レースを利用し、途中から阿弥陀沢へのトレ

ースがあると思ったが、阿弥陀岳北稜に向か

うトレースしかなくて、迷ったが、北稜への

トレースを昨日付けたという人が、大丈夫だ

から阿弥陀沢へ行けという言葉に押されて

予定通り阿弥陀沢へ向かう。 

 

北稜へのトレースは、すぐに上に上がって

いたので、上がらずに阿弥陀沢へ入っていく。

ここからは、踏み跡がなく、自分たちでトレ

ースを付けることになる。まずは私が先頭で

行くが、途中からＹさん、Ｋさん、Ｃさんと

先頭を交替しながら登っていく。膝下まで潜

るところもあったが、ほとんど潜らないとこ

ろもある。比較的雪も締まっていて、雪崩は

個 人 山 行 報 告 

ジョウゴ沢でアイスクライミング体験 夜明け前の阿弥陀沢を登る 
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大丈夫と判断した。 

後が遅れているが、ルートが間違っている

と正しいルートを探さなければならないた

め、早め早めに上に登り、状況を確認しなが

ら上がっていく。稜線直下は、雪が硬くなり、

アイゼンがこ気味良く利いた。 

稜線に出たところで、ロープで繋ぎあうこ

とにする。稜線は場所が狭く、３人立ってい

るのが限界のため、先頭のメンバーは、早く

ロープを繋ぎあい、少し上に登っていること

にする。全員揃って、登り始めるが、雪が非

常に硬く、アイゼンの前爪と靴のつま先がほ

んの少し雪に食い込むくらいで、これでは下

りは後ろ向きに下らなければならない状況

だ。少し上がって上を見るが、みんなをロー

プで確保できるような灌木や岩もほとんど

ない。そのような状況を見て、阿弥陀岳はあ

きらめることを決断する。 

 

みんなと合流すると、このまま下りたいと

いう人もいたが、せっかくここまで来たのだ

から中岳に行ってみることにする。阿弥陀岳

と中岳のコルまで下り、両側の切れたきれい

な雪稜を登り始める。まだ誰も歩いた跡がな

い純白の雪稜は、とても美しい。ただ、雪庇

などがないか注意しながら慎重に登ってい

く。 

かなり急なところもあったが、無事に中岳

山頂に到着した。阿弥陀岳をバックに集合写

真を撮り、赤岳とのコルに下っていく。ここ

も急だが、気持ちよく下れる。コルで少しゆ

っくり休憩した後、文三郎道への分岐に登る。

疲れの出始めた体に、この登り返しはさすが

にきつかった。ＳＫさんは、膝を痛めたよう

で、かなり苦しみながら登っている。分岐で、

ＫさんとＹさんにテーピングしてもらい、バ

ファリンを飲んで痛みを抑さえてもらうこ

とにする。 

 

ＳＫさんの膝の痛みは、薬とテーピングが

利いたのか、すぐに治まり、文三郎道の急な

下りも順調に下れた。赤岳西壁には、主稜に

取り付くパーティーがたくさん見られた。 

陽光の満ちあふれた行者小屋で休憩し、南

沢を下っていく。美濃戸では、プロガイドを

しているＫさんに久しぶりにお会いした。Ｋ

さんとは昨年の西穂独標に行く際、ロープウ

ェイ乗り場で会って以来だ。今回は二人のお

客さんをお連れしていた。 

美濃戸口への林道を歩き、ふり返ると阿弥

陀岳がひときわ高く聳えていた。「また出直

してくるからな～」と心の中でつぶやいて、

美濃戸口への林道を急いだ。  記：網干 

 

コースタイム 

3/2 美 濃 戸 口 (10:30) … 美 濃 戸

(11:45-12:10) … 堰 堤 広 場

(13:05-13:15)…赤岳鉱泉(14:30

ジョウゴ沢 F2 までアイスハイク) 

3/3 赤 岳 鉱 泉 (4:30) … 行 者 小 屋

(5:15-5:40)…阿弥陀中岳のコル

(8:50-9:00 阿弥陀に向かうが雪の

状態が悪く引き返す)…文三郎道分岐

(9:35-9:50) … 行 者 小 屋

阿弥陀のコルから中山に登る 

権現岳と南アルプスを望む 
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(10:40-11:00)…美濃戸口(13:30)  

 

★陣場山から高尾山(３月１０日) 

参加者 会員(障害者 1 名、健常者３名) 

 

 

 参加人数が最低人数に満たなかったこと、

強風の予報で天候に不安があったことから

吾妻山山行を中止にしました。悪天候に対応

できるようよく知っているルートでかつ途

中避難路が多く不測の事態に対応しやすい

陣馬山～高尾山を個人山行として実施しま

した。 

気温が高く強風だったため大量の花粉が

杉から飛散しており砂ぼこりとあわさって

視界は悪く展望はあまりよくありませんで

した。 

ＫさんとＳは鼻水、くしゃみ、目のかゆみ

との戦いでした・・・。それでも雨にふられ

ることもなく陣馬山から高尾山の尾根歩き

をゆっくり楽しむことができました。 

記：佐藤 

 

コースタイム 

陣馬高原下(9:30)…陣馬山山頂(10:20)…

景信山山頂(12:40 昼食）…高尾山山頂

(15:00)…高尾山口(16:00) 

 

★槍ヶ岳(５月３日～５日) 

参加者 会員(障害者 1 名、健常者７名) 

 

 

 

☆５月３日 

夜行バスが上高地に到着する。穂高連峰がく

っきりと見えて、すばらしい天気だ。 

河童橋で山に登る前の写真を撮って、出発す

る。ひんやりと冷えた上高地の空気はすがすが

しい。ゴジュウカラやコガラの歌声がこだます

る。ただ、まだ寒すぎるのか、オオルリやコマ

ドリなど夏鳥の歌声が聞こえないのが気がか

りだ。 

横尾に続く林道は、何十回も歩いた見慣れた

風景だが、やはり気持ちが高ぶる。前穂や北尾

根、屏風岩など、思い出の岩壁につい目が行く。 

横尾からは、完全に雪道になる。凍って滑り

やすい桟道を気をつけて通過する。横を流れる

梓川の流れは、エメラルドグリーンで美しい。

槍見河原に着くと、明日登る予定の槍ヶ岳の穂

先が見える。さらに、一ノ俣、二ノ俣と過ぎ、

槍沢ロッジに到着。部屋は私たち８人が貸しき

りだった。 

 

☆５月４日 

夜半、外に出てみると、雲が少しあるが星空

が望めた。出発は、４時を予定していたが、少

し遅れて４時２５分に出発する。５月の日の出

は早い。ヘッドライトはすぐに不要になる。 

樹林帯を登り、大きな岩の赤沢岩小屋を過ぎ、

ババ平のキャンプ地に到着する。多くのテント

が張られていた。ここからは、槍沢の雪渓登り

が延々と続くことになる。 

まずは、大曲を目指して歩く。振り返ると、

蝶槍の上にあかね雲が綿菓子のように浮かん

でいる。大曲からしばらく歩いたところで、か

陣場山山頂にて 
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なり遅れたＹさんが心配になる。相談し、Ｙさ

ん夫妻とＫさんは、後からゆっくり登ってくる

ことにする。 

グリーンバンドと呼ばれる最初のモレーン

のきつい登りをがんばると、槍ヶ岳が正面に大

きく見えるようになる。傾斜は落ちたが、ゆっ

くり休めるところがないので、そのまま登るこ

とにする。それでも一度は休まなければと思い、

ピッケルのブレードを使って雪渓にバケツを

掘り、ザックが滑り落ちないようにする。 

そして、最後の槍の肩に登る急登にかかる。

そのとき、大声が響いた。滑っていたスキーヤ

ーのスキーが外れて、雪渓を滑り落ちたのだ。

勢いが付くので、スキーが人にぶつかったら大

けがをする。大声で知らせてくれた人に感謝で

す。スキーは、すごい勢いで滑り落ちていった。

その後、もう一人のスキーヤーが転倒し、数メ

ートル滑落した。しかし、ストックが流された

だけで大事には至らなかったようだ。 

 

最後の急登をがんばって、槍の肩にある槍ヶ

岳山荘に到着する。手続きを済ませ、休憩した

後、槍ヶ岳に登る準備を始める。玄関に行くと、

Ｙさん夫妻とＫさんが到着していた。私が二往

復しようと思っていたが、合流したのなら、一

緒に行こうと、急がせる。「もたもたするんじ

ゃない～」という私は、鬼軍曹と呼ばれること

になった。鬼軍曹と言えば、中央アルプス千畳

敷の救助隊長が有名だった。同じ名前で呼ばれ

て光栄だった。 

とにかく急いで準備をしてもらい、アンザイ

レンして槍ヶ岳山頂を目指す。しかし、すでに

周囲は霧に包まれ視界がない。風もかなり強い。

トレースのついた雪の斜面を登り、小さな岩場

を超えてさらにトラバース気味に雪の斜面を

登る。このとき、途中で雪の突起にザイルをか

けて進めば、それがランニングビレーと同じ役

割を果たすので、わずかだが安全性が高まる。 

小尾根を超えて北面に入る。ここもトラバー

ス気味に進み、雪と岩のミックスを登ると、最

初のはしごとなる。ここで、下りてくる人を待

つが、いつまでたっても途切れない。風は強く、

雪も降り出した。私たちの後に登ってくる人た

ちもいない。残念だが、ここで引き返すことに

する。下りは登りより難しいので、慎重に下っ

てもらう。 

 

槍ヶ岳山荘は、８人で二部屋使わせてもらえ

た。ゆっくり休んで、英気を養うことができた。 

 

☆５月５日 

夜半に外に出てみると、少し雲があるが満天

の星空に近い。朝食が５時３０分。日の出が４

時５０分くらい。人数を制限し、３時半に起き

て４時に出発すれば日の出を見て、朝食に間に

合いそうだ。３時半に起きてみんなを起こそう

と思ったが、寝過ごしてしまい、がたがた出発

準備を始めるパーティーの音で起きたのが３

時５０分。しまったと思ったが、いけるところ

まででもと思い、登ってみたい人を起こす。 

 

大急ぎで出発準備をして、４時２５分に出発

槍沢を登る 

登頂をあきらめて下山にかかる 
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する。ヘッドライトはすぐに不要になったが、

岩と雪のミックスはなかなか厳しい。人数が多

いこともあり、最初のはしごを超えて、次のは

しごにかかり、その上の鉄杭の打たれた岩場ま

で来たところで、時間切れで断念する。山頂も

見え、もう少しだが、上高地発のバスに遅れる

ことはできないため、あきらめて下山する。 

 

少し下ったところで、目に入ってきたのは、

モルゲンロートに染まった穂高連峰だった。ピ

ンクに染まるその美しさは、たとえようがない。

ただただ心にしみいるばかり。「また来るのを

待っているぞ」と穂高が語ってくれたように感

じた。 

 

小槍の向こうには、薬師岳や立山が見える。

槍の肩からは、笠ヶ岳や黒部五郎岳、双六岳、

三俣蓮華岳、樅沢岳、鷲羽岳、水晶岳などが見

える。純白のその姿もたとえようもなく美しい。

そんな風景に後ろ髪引かれる思いで、小屋で朝

食を取り、下山にかかる。 

下山はどんどん飛ばすが、ペースにかなり幅

があるので、Ｙ夫妻が気を遣って、早いメンバ

ーで先に下ってくださいと言ってくれる。もし

ものことを考えて、バスのチケットを渡し、他

のメンバーは先に下らせてもらう。 

 

ジグザグでないだけに、下りは夏道より遙か

に早い。夏のコースタイム３時間半のところを

２時間１５分で槍沢ロッジに到着。その後も、

ぐんぐん飛ばして、小梨平に１３時４０分頃到

着。お風呂に入ってゆっくり汗を流し、上高地

に向かう。程なくＹさんから電話があり、すで

にバス停に着いているとのこと。 

みんな、それぞれに精一杯がんばった槍ヶ岳。

なかなか簡単には登らせてくれませんでした。 

たかが土の瘤、されど土の瘤。槍よ、また来

るからな。           記：網干 

 

《参加者の感想》 

群青色に近い濃いブルーの空にそびえる槍

ヶ岳は圧巻でした。 

穂先には時間切れで立つことができません

でしたが、次回は「あの人達すごいね！」と言

われるくらいレベルアップし、みんなで山頂に

立ちたいと思います。 

最終日、穂先への階段を登る 

モルゲンロートに染まる穂高連峰 

槍の肩にて 

槍沢にて 
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今回の山行では以下のスキルが必要である

と感じました。 

1)計画した日程内に歩ききることができる体

力 

2)服装や装備の状況に応じた適用（-10 度か

ら体感 20 度位までの気温変化に対応でき

る装備） 

・低体温症と凍傷の予防（ファイスマスク、フ

ード、ネックウォーマー等の適宜着脱） 

・装備の着脱時は要注意が必要（予備の手袋は

必携） 

・強風時はゴーグル着用がお勧め（防寒、視界

確保） 

3)次の行動への準備（予定変更の確認やペー

ス配分） 

・人任せにしない 

・平常心を保つ 

・ベストを尽くす 

4)アイゼンとピッケルワーク（特に岩場）や

ロープワークの技術 

・岩場でアイゼンを付けての練習は必須 

・アンザイレン時の前後ロープコントロール 

・岩を利用したセルフビレイ（各メンバーの間

で岩に巻きつけながらすすめばリスク低減

となる） 

 

今回も貴重な体験をさせていただきました。

いろいろな場面で魂に響くお言葉を頂くこと

ができ、とても嬉しかったです。皆さま、本当

にありがとうございました。山は本当にいろい

ろなことを教えてくれますね。山と仲間に感謝

です。           記：Ｍ.Ｙさん 

 

以前から念願していた残雪残る槍ヶ岳にい

ってきました。 

朝５時３０分に上高地についたときは、また

きてしまった～、この場所。感慨ひとしお。こ

こからが登山のはじまり。初めてここにきたと

きと同じ緊張感。 

上高地、明神、徳沢、横尾。慣れ親しんだ道。

GW 連休、たくさんの人が大きなザックでゆき

すぎる。横尾で穂高へ行く道・槍ヶ岳へ行く道

と分岐する。栄光の架け橋（横尾大橋）を左手

にみて右手に進む。梓川は水が澄んでいて吸い

込まれるようなエメラルドブルー。空気は冷た

いが、せっせと歩いている私たちにはちょうど

いい。樹林帯で小さな小さな槍の穂先がみえた。

真っ白の槍、感激～ 

２日目、一番エネルギーを使う一日が始まる。

1200m の標高差を直登する。きつい、足の

あゆみも亀になる。槍を目指して無我夢中で上

へ上へ目指すが、最後の急登は３０歩歩いて、

ひと呼吸のあゆみだった。槍の肩についたとき

は槍ヶ岳は真っ白だった。すぐに槍へ出発。準

備がもたついて、みんなを寒い中待たしてしま

った。槍の山頂へはいけなかったが、Ｓさんの

ここが山頂よといった言葉がうれしかった。 

３日目早朝再チャレンジ。時間切れ。最後の

はしごが見え、山頂で写真を撮る人も見えてい

た。昨日よりちょっと高い、またしてもここが

わたしたちの山頂。 

黎明の朝をむかえて、その美しさは艸玄その

もの。雪のアルプスは厳しいがその魅力はそれ

以上のものがある。帰りは滑るように？転がる

ように、下る下る。こんな坂道をよく登ったも

んだと自分に感心してしまう。横尾でのんびり

かと思いきや、すぐに出るという。休みはほと

んどない。とにかくわたしの短い足をフル回転

させて歩く。横尾、徳澤、明神、お風呂のある

キャンプ場まで２時間３０分。いままで歩いた

中で最速の速さ。やればできるもんだとまたま

た感心。人の力は無限で、できないと思ったら

できない、できると思ったらできる。そんなこ

と当たり前のことを再確認させてもらった。 

なぜあんなに上高地に急いだのか、それはあ

とからくるＹ夫妻と連絡をとるためだとあと

で気がついた。携帯は上高地に近くならないと

繋がらない。Ｙさんは横尾か徳澤で公衆電話で
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連絡がとれる。それでいまどこにいるかがだい

たい読める。すごいリーダーだなと思いました。

そんなことだれにも相談もせず一言も言わず、

ひとり頭の中で計算していたのでしょう。その

ことにやっと気がついたとき、わたしは感涙し

てしまった。どこまでも人を中心に考えている

リーダー。槍ヶ岳山頂もリーダーとＳさんだけ

ならザイルなしでいけただろう。それでも未経

験なわたしたちを置いていかないで連れて行

こうとする。そんなリーダーに、わたしはどん

なことばで感謝の言葉をいったらいいんだろ

う。 

山仲間アルプに出会えたこと、どんなことに

も屈することがないリーダーに出会えたこと。

心より感謝いたします。心温かい仲間に乾杯。

ありがとうございました。  記：Ｓ.Ｋさん 

 

２年ぶりの上高地は、以前より寒く、お腹を

こわしてしまいましたがＳさんから、薬とカイ

ロをいただき、天候も良く、槍沢ロッジまで快

適でした。 

５月４日の本番は、大曲からのきつい上りも

なんのその、肩にくい込むザイルの重さだって

すばらしい景色を感じては、へっちゃらで、ぐ

んぐん登って、途中、トレースのわかりにくい

所も乗り越えて、槍ヶ岳山荘に到着して、部屋

の窓から見た、槍の穂先が見事で、写真を撮ろ

うとカメラを構えた瞬間から、みるみる雲に、

槍の穂先が消えて行きました。荷物を、デポし

て、槍へのアタックは、大渋滞と、吹雪で、今

回は山頂は、諦めましたが、良い経験と、楽し

い山行で、また槍ヶ岳に会いに行きたいと思う

すばらしい山旅でした。   記：Ｍ.Ｋさん 

 

コースタイム 

5/3 上高地(6:40)…横尾(9:40-10:30)…一

ノ 俣 (11:55-12:30) … 槍 沢 ロ ッ ジ

(13:30) 

5/4 槍 沢 ロ ッ ジ (4:25) … バ バ 平

(5:00-5:15)…大曲(5:50-6:00)…槍

ヶ岳山荘(9:50-11:00)…槍ヶ岳途中ま

で往復…槍ヶ岳山荘(12:55) 

5/5 槍ヶ岳山荘(4:25)…槍ヶ岳途中まで…

槍ヶ岳山荘(5:30-6:35)…槍沢ロッジ

(8:50-9:10)…一ノ俣(9:50-9:55)…

横尾(10:55-11:15)…小梨平(13:40) 

 

 

★定期総会開催 

５月２６日（日）に第 10 回目となる定期総

会を開催しました。 

正会員総数 80 名に対し、当日参加１８名と

書面委任４２名の計６０名の出席があり、総会

が成立し、柏樹氏を議長に選任して実施されま

した。 

 昨年度の事業・会計報告、監査報告、今年度

の事業計画及び予算案が承認されました。また、

今年度は役員改選の時期となり、新しく栗谷川

氏が理事として就任することが承認されまし

た。 

 詳細は、次回機関誌送付時に、定期総会議事

録をお送りしますので、ご確認ください。 

 

 

☆活動紹介映写会開催 

 第５回目となる活動紹介映写会を実施しま

した。 

広報やちよ、八千代よみうり、やちよ市民活

動サポートセンター、八千代台東南公民館、八

千代緑が丘公民館、村上公民館、八千代市総合

生涯学習プラザなどを通じて広報を行い、会員

そ の 他 事 業 報 告 
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以外の方の参加は、６人でした。会員の知り合

いの方の参加もあったが、今回初めて山仲間ア

ルプを知った方もいました。 

映写会では、２０１２年度に実施した「共に

楽しむ登山」で行った入笠山、赤城山、秋田駒

ヶ岳、船形山、「登山技術及び体力向上コース」

で行った東沢釜の沢、第６回目の「自然と親し

む子ども山登り教室」で行った全ての山のビデ

オ（ビデオカメラが壊れた北横岳を除く）と、

２０１２年に撮影した写真のスライドショー

を上映しました。 

当日は、事前準備が不備だったため、会場の

映像装置がうまく作動せず、大幅に開始時間が

遅れたことを、参加されたみなさまに深くお詫

び申し上げます。開始時間が遅れたため、当法

人の説明などを割愛させていただきましたこ

とを重ねてお詫び申し上げます。 

会員以外の方にアンケートをお願いし、二人

の方から回答をお寄せいただきました。その結

果は、下記の通りです。 

 

１．映写会の案内がある以前にＮＰＯ法人山仲

間アルプをご存じでしたか？ 

a．良く知っていた ２ 

b．名前だけは知っていた ０ 

c．全く知らなかった ０ 

 

２．お住まいはどちらですか？ 

a．八千代市内 １ 

b．佐倉市 ０ 

c．その他千葉県内 １ 

d．その他の県 ０ 

 

３．今回の映写会があることを何で知りました

か？ 

a．広報やちよ ０ 

b．八千代よみうり（または佐倉よみうり、北

総よみうり） ０ 

c．総合生涯学習プラザ内のチラシ ０ 

d．市民活動センターのホームページ １ 

e．知人からの紹介 ０ 

f．ホームページ １ 

g．その他 ０ 

 

４．本日の映写会に参加されて、山仲間アルプ

の活動内容をご理解いただけたでしょうか？ 

a．良く分かった ２ 

b．何となく分かった ０ 

c．良く分からなかった ０ 

 

【理由】（自由記述） 

・もくもくと山を登る参加者のみなさんの力強

さを感じた。会員のみなさんのチームワークも

伝わった。 

 

５．山仲間アルプの活動をどのようにお感じに

なりましたか？（自由記述） 

・自然の楽しさだけでなく厳しさ、迫力が伝わ

った。 

・ふれあいハイキングには何度か参加したこと

がありますが、今度は本格的な山行にもいって

みたいと思いました。 

記：網干 

 

 

▲１％支援制度に今年も申請しました 

今年も「自然と親しむ子ども山登り教室」の

スタッフ交通費などを申請しました。なかなか

多くの支援金が集まりませんが、少しでもいた

だけることに感謝して、これからの活動に生か

していきたいと思います。 

八千代市在住のみなさまのご協力をよろし

くお願いいたします。 
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▲第 14 回視覚障害者全国交流登山東日本大会実行委員会を結成 

 2014 年度に実施する第 14 回視覚障害者

交流登山大会の幹事団体を当法人が務めるこ

とについてはすでにお知らせしていますが、実

行委員会を結成し、定期総会終了後にキックオ

フを実施しました。 

 実行委員は、理事の網干、山口(雅)、箕輪、

佐藤、餘永(光)と正会員から相澤、見神、柏樹、

市川、中村(浩)、中村(和)、茅原、餘永(耕)が

務めます。さらに理事をお願いする方が増える

と思いますが、その際はよろしくお願いいたし

ます。 

 計画では、来年 9 月 13 日(土)～15 日(月)

に国立磐梯青少年交流の家で開催する予定で

す。登る予定の山は、磐梯山、安達太良山、五

色沼ハイキングを計画しています。場所の選定

は、震災と原発被害で大きな影響を受けている

福島県に少しでも経済面などでプラスになれ

ばと思って決めました。 

 これから、下見を実施し、変更が出るかもし

れませんが、全国交流登山が成功裡に終わるよ

う、会員のみなさまのご協力を切にお願いいた

します。 

 

△登山入門（無雪期）と冬山（積雪地・残雪期）登山入門のレジメを作成しました 

 登山入門と冬山登山入門のレジメを作成（餘

永理事が作成）しました。安全な登山を行うた

めに必要な知識や心構え、体力、技術、装備な

どをあげていますので、よく読んでいただき、

さらにより詳しい参考書なども読んで、知識を

磨いてください。 

 なお、冬山登山については、未経験な人同士

で行かず、必ず経験豊富なリーダーの元に実施

してください。山は、基本的には、山中にいる

だけで、町よりも危険なところにいることにな

ります。冬山は、低温や多くの雪がありますか

ら、それだけで危険度は何倍にも上がります。

そのことを良く認識して、安易に考えないよう

にお願いします。 

 

 

◎新入会員のお知らせ 

 ３月以降、下記の方が新しく入会されましたので、よろしくお願いします。（敬称略） 

正会員 

５名 

 

 

 

 

 

未成年会員 

３名 

 

 

会 員 情 報 

各 種 連 絡 事 項 



33/33 

 

●退会のお知らせ 

 残念ですが、下記の方が退会されました。 

 ４名 

 

 

・理事長のつぶやき 

 三浦雄一郎さんが８０歳でエベレストに登

頂しましたが、多くの方に感動と元気を与えた

のではないかと思います。ただ、エベレストの

一般ルートの入山料は、25,000 ドル（2002

年以前は 70,000 ドル、入山料以外にも膨大

な費用がかかります）だそうで、普通の登山家

には高嶺の花となっています。 

 自らの肉体を鍛え、多くの人たちのサポート

の元に、記録に挑戦することも、多くの人に希

望を与え、大きな価値があると思います。 

 しかし、どうしても私には「自分のための道

楽」として写る部分が多く、それよりは社会の

ためにすべてを捧げたマザーテレサや宮沢賢

治らに惹かれるものがありますし、少しでもそ

ちらの方向に向かって生きていきたいなとい

う思いが強いようです。 

 今年度は、山仲間アルプ１１年目のスタート

ですが、NPO の活動は社会のための活動であ

ることを忘れることなく、次の２０年目を目指

して進んでいきたいと思います。 

 

・次回発行予定は、９月です。          参加申し込みやお問い合わせは事務局まで 

〒276-0022 千葉県八千代市上高野 1161-1-208 

NPO 法人山仲間アルプ事務局  網干 勝 

TEL.047-484-8308 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

障害の有無も、年齢も、男女

も関係なく、みんなで山を楽

しみたいね。自然は、誰に対

しても平等だよ！！ 


